
南海トラフ地震臨時情報への対応に関する
REIC会員へのアンケート結果（簡易版）

本アンケート結果は、無断転載、転用は固くお断りいたします。
内容の引用や活用をご希望の場合は、事前に事務局までご連絡くださいますようお願い申し上げます。
連絡先： reic_jimukyoku@reic.or.jp

調査期間：2024年10月21日～28日
対象：REIC会員
回答数：23
まとめ
• 南海トラフ地震臨時情報のことを聞いたことはあるが、どのような対応を取ればよいかまで

を知っている企業は少ない。社員数が多い企業のほうが認識されている。
• BCPについては作成（作成中含む）されているが、南海トラフ地震臨時情報は想定されてい

ない。社員数が1万人を超える企業には想定している企業がある。BCPは社員数が増えるほど
策定率が高い。

• 8月8日の南海トラフ地震臨時情報発出の際には多くの企業で何かしらの対応を取り、対応は
社内会議や社員への連絡が多い。少人数である企業は対応を取らず、対応を取らなかった理
由は影響がなかったか事前の取り決めがなかった等。

Q.南海トラフ地震臨時情報とは何か、発出される前からどのようなものであるか知っていましたか？

Q.8月8日の南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）発出後、貴社ではどのような対応を取りましたか？
（複数選択可）



Q. 8月8日の南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）の発出より前から、
具体的なBCPを作成していましたか？

Q.南海トラフ地震臨時情報の発出に対して、社として事前に取り決めた
対応方針やガイドラインはありましたか？

社員数
回答
者数 はい いいえ 一部作成済み 現在作成中

1～100名 8 4 3 1
100～500名 2 1 1
500～1000名 1 1
1000～10000名 5 4 1
10000名以上 7 5 1 1

総計 23 10 5 6 2

社員数
回答
者数 あった ない 現在作成中

1～100名 8 7 1
100～500名 2 2
500～1000名 1 1
1000～10000名 5 4 1
10000名以上 7 3 3 1

総計 23 3 17 3
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